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９
月
定
例
会
の
主
な
内
容

一
般
質
問

審
議
し
た
議
案
等
と
そ
の
結
果

詫 間 　 茂
（民政クラブ）

●胃がん予防について
・市街地の公衆トイレについて
・健康寿命を延ばす方策について
・幼稚園・保育所の教育現況について
・海の家について

黒川健太郎
（民政クラブ）

・中小企業振興対策と後継者の育成について
●学校内でのいじめ対策について

大 平 直 昭
（民政クラブ）

・新市民会館について
●第三子以降保育料無料化について

高 橋 照 雄
（無  所  属） ●防災について

大久保隆敏
（市民クラブ） ●投票時間について

立 石 隆 男
（民政クラブ）

●農業施策について
・入札制度について

安 藤 忠 明
（公　明　党）

●大地震の対応と対策について
・液状化対策について

篠 原 重 寿
（社会民主党）

・財政運営について
●ＴＰＰと地方自治について
・通学路の安全対策について

石 山 秀 和
（ 公 明 党 ）

・熱中症対策について
・住宅用太陽光発電設置件数の推移と国内クレ

ジット制度について
・本市の特産品とトップセールスについて
●いじめ問題について

安 藤 清 高
（日本共産党）

・公共施設建設の財源と合併特例債について
・民間住宅耐震対策支援事業について
●景気・雇用対策としての「住宅リフォーム助

成制度」創設について
・やまびこテレフォンについて
・小・中学校での「いじめ」の対応について

友 枝 俊 陽
（市民フォーラム）

●市営住宅の耐震改修と管理運営について
・徳育教育について

原 　 俊 博
（市民フォーラム）

・市職員採用について
●社会資本整備交付金計画書について
・障害者の社会参画について

安 藤 康 次
（民政クラブ）

●統合教育施設について
・市の「コンパクトなまちづくり」について

伊 丹 準 二
（民政クラブ）

●危機管理について
・瀬戸内国際芸術祭への対応について
・市民会館について
・まちづくりについて
・入札方法について

五 味 伸 亮
（市民フォーラム）

・室本港の高潮対策事業の進捗状況について
・県道２１号線、高屋・八幡区間における街路灯

整備の要望について
・中小企業振興基本条例の制定と若年層の雇用

改善について
●中央七間橋線二期工事について
・いりこ課の創設と生産者の自立支援について

９月定例会の主な内容

４日招集・会期２４日間

平成２３年度決算の認定
一般会計補正予算など原案可決

　平成２４年第３回定例会が９月４日招集され、

２７日までの２４日間の会期で開かれました。

　白川市長から各会計の平成２３年度の決算の

認定１３件と、歳入・歳出予算の総額に６億９，

０１０万４千円を追加し、総額を２５０億４，８７

４万５千円とする一般会計補正予算や、特別

会計補正予算などが６件、条例改正が１件、

工事請負契約の締結が３件など、計３０議案が

提出され議案の提案理由の説明がありました。

　１０・１１日の２日間一般質問が行われ市当局

の考えをただしました。

　議案は決算審査特別委員会及び各常任委員

会に付託され、１２日から２１日にかけて慎重に

審議を行いました。

　また、最終日の２７日、追加議案として観音

寺市長及び副市長の給料の特例に関する条例

の一部改正についての１議案が提出され、た

だちに総務常任委員会に付託、慎重に審議を

行いました。

　本会議では、各常任委員会の委員長から付

託された議案などの審議結果の報告があり、

採決の結果すべての市長提出議案を原案のと

おり認定・同意・可決しました。

　新たに上提された陳情１件と、継続審査と

なっていた陳情１件の審査が行われました。

　なお、議案および陳情などの審議結果は、

１５ページ「審議した議案等とその結果」のと

おりです。

　また、議会提出として意見書案１件が可決

されました。

一般質問項目表個人質問

●印については、質問と答弁の内容を次ページ以降に掲載しています。

９月定例会で次のとおり
委員の推薦に同意しました

○ 人権擁護委員　森脇　豊子　　柞田町

　　　　　　　　石川　昌幸　　豊浜町

　　　　　　　　川上　裕子　　豊浜町
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９
月
定
例
会
の
主
な
内
容

一
般
質
問

審
議
し
た
議
案
等
と
そ
の
結
果

議
会
だ
よ
り

て
本
市
は
同
じ
く
法
に
基
づ
き
、

こ
の
計
画
を
実
施
す
る
責
務
を

有
す
る
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の

計
画
で
は
、
統
合
小
学
校
、
幼

稚
園
、
保
育
所
の
建
設
地
で
あ

る
ク
ラ
ボ
ウ
跡
地
は
津
波
浸
水

予
想
地
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ

ら
教
育
施
設
の
一
階
床
面
が
津

波
浸
水
予
想
最
高
水
面
よ
り
低

く
、
水
没
す
る
設
計
に
な
っ
て

い
る
。
建
物
の
周
囲
は
津
波
浸

水
に
囲
ま
れ
孤
立
化
し
、
危
機

状
態
に
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ

る
。
正
に
、
危
機
管
理
体
制
が

必
要
な
事
象
と
考
え
る
が
、
ど

の
よ
う
に
考
え
ら
れ
て
い
る
の

か
お
伺
い
す
る
。

　
　
　
レ
ベ
ル
２
の
津
波
が
押

し
寄
せ
れ
ば
命
を
守
る
た
め
、

逃
げ
る
こ
と
が
基
本
と
な
る
。

ハ
ー
ド
対
策
に
つ
い
て
は
限
界

が
あ
る
。
そ
の
た
め
の
逃
げ
る
、

命
を
守
る
対
策
に
つ
い
て
は
、

ハ
ー
ド
、
ソ
フ
ト
、
両
面
と
も

行
政
と
し
て
最
大
限
の
努
力
を

し
て
い
く
。

　
　
　
選
挙
管
理
委
員
会
に
来

年
の
秋
に
行
わ
れ
る
で
あ
ろ
う

市
長
・
市
議
会
選
挙
の
同
時
選

挙
に
お
け
る
投
票
時
間
の
繰
り

り
、
全
国
で
年
間
約
５
万
人
近

く
の
方
が
胃
が
ん
で
亡
く
な
ら

れ
て
い
る
。

　
本
市
で
は
、
ピ
ロ
リ
菌
に
対

す
る
意
識
の
普
及
啓
発
を
行
う

た
め
胃
が
ん
検
診
の
問
診
票
に

「
ピ
ロ
リ
菌
の
除
菌
治
療
を
受

け
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
」
の

項
目
を
追
加
し
て
い
る
。

　
現
在
の
保
険
制
度
で
は
、
治

療
を
目
的
と
し
て
、
検
査
を
実

施
す
る
場
合
は
保
険
適
用
と
な

る
。

　
　
　
滋
賀
県
や
埼
玉
県
で
は

中
学
校
で
の
陰
湿
な
い
じ
め
が

原
因
で
、
尊
い
生
命
が
失
わ
れ

て
い
る
。
国
及
び
文
部
科
学
省

に
お
い
て
も
こ
の
事
件
に
関
し

て
は
大
変
重
要
視
さ
れ
て
お
り
、

い
じ
め
対
策
に
つ
い
て
、
市
の

教
育
委
員
会
は
予
防
策
を
ど
の

よ
う
な
方
法
で
取
り
組
ん
で
い

る
の
か
伺
う
。

　
　
　
学
校
で
は
「
い
じ
め
は

ど
の
子
ど
も
に
も
、
ど
の
学
校

で
も
起
こ
り
得
る
も
の
」
と
い

う
基
本
認
識
の
も
と
、
子
ど
も

を
見
守
り
、
安
全
安
心
な
学
校

づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

そ
の
際
、
発
生
し
た
い
じ
め
問

題
の
解
決
の
た
め
に
は
、
何
よ

り
も
い
じ
め
の
早
期
発
見
、
早

期
対
応
が
大
切
と
な
る
。
教
職

員
は
日
頃
か
ら
子
ど
も
と
の
触

れ
合
い
の
時
間
を
多
く
し
、
日

常
的
な
観
察
な
ど
を
通
し
て
い

じ
め
を
見
抜
く
感
覚
を
身
に
つ

け
る
と
共
に
、
子
ど
も
が
困
っ

て
い
る
こ
と
を
訴
え
や
す
い
人

間
関
係
づ
く
り
に
努
め
て
い
る
。

　
い
じ
め
問
題
発
生
の
際
に
は
、

教
職
員
間
の
共
通
理
解
、
情
報

の
共
有
化
、
組
織
的
な
対
応
を

図
る
こ
と
が
必
要
。
教
育
委
員

会
と
し
て
は
各
種
研
修
会
を
通

じ
て
、
い
じ
め
問
題
に
つ
い
て
、

ま
た
発
生
時
の
対
応
な
ど
に
つ

い
て
指
導
を
し
て
い
る
。

　
　
　
「
第
三
子
以
降
保
育
料

無
料
化
」
に
つ
い
て
は
、
本
市

に
お
い
て
も
取
り
組
ん
で
い
る

が
、
現
在
対
象
と
な
っ
て
い
な

い
認
可
外
保
育
園
、
３
歳
以
上

の
児
童
も
対
象
に
す
る
な
ど
、

先
進
地
を
参
考
に
し
て
、
子
育

て
支
援
事
業
を
さ
ら
に
拡
大
し

て
は
ど
う
か
。

　
　
　
本
市
で
は
、
保
育
所
に

お
い
て
、
扶
養
す
る
子
が
３
人

以
上
い
る
世
帯
の
出
生
順
位
が

第
３
位
以
降
で
あ
る
３
歳
未
満

児
の
保
育
料
の
み
を
免
除
、
扶

養
す
る
子
が
３
人
以
上
い
る
世

帯
で
、
そ
の
全
員
が
就
学
前
児

童
で
出
生
順
位
が
第
３
位
以
降

の
保
育
料
の
み
を
免
除
、
ま
た

同
一
世
帯
か
ら
保
育
所
の
ほ
か

に
幼
稚
園
な
ど
を
利
用
し
て
い

る
兄
姉
が
い
る
２
人
目
以
降
の

児
童
が
入
所
し
て
い
る
場
合
も

２
人
目
の
保
育
料
の
額
を
半
額

と
し
て
い
る
。

　
認
可
外
保
育
園
に
つ
い
て
は
、

児
童
の
入
所
状
況
な
ど
を
踏
ま

え
、
今
後
検
討
し
て
い
く
。
ま

た
、
県
内
１
市
３
町
に
お
い
て
、

出
生
順
位
が
第
３
位
以
降
の
児

童
が
３
歳
以
上
児
の
場
合
や
４

歳
未
満
児
の
場
合
に
半
額
や
無

料
化
し
て
お
り
、
本
市
に
お
い

て
も
、
今
後
、
少
子
化
問
題
の

取
り
組
み
と
し
て
、
子
育
て
支

援
事
業
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　
災
害
に
つ
い
て
災
害
対

策
基
本
法
が
あ
る
。
こ
の
法
に

基
づ
き
観
音
寺
市
地
域
防
災
計

画
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
し

　
　
　
最
近
で
は
胃
が
ん
の
最

も
重
要
な
原
因
は
、
ピ
ロ
リ
菌

感
染
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
明

ら
か
に
さ
れ
た
。
し
た
が
っ
て
、

ピ
ロ
リ
菌
を
胃
か
ら
排
除
す
る

と
胃
が
ん
予
防
に
つ
な
が
り
、

こ
の
除
菌
療
法
は
急
速
に
普
及

し
つ
つ
あ
る
。

　
ピ
ロ
リ
菌
の
有
無
は
、
呼
気

検
査
と
い
う
簡
単
な
方
法
で
知

る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
市
と

し
て
少
し
で
も
多
く
の
人
達
に

検
査
を
受
け
る
よ
う
啓
発
し
て

い
た
だ
く
こ
と
と
、
検
査
と
除

菌
治
療
の
保
険
適
用
が
で
き
る

よ
う
に
な
ら
な
い
か
を
お
伺
い

す
る
。　

　
　
国
民
の
半
数
の
約
６
、

０
０
０
万
人
が
ピ
ロ
リ
菌
に
感

染
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
て
お

答
弁

質
問

　
  質 

問
答
弁

と

個
人
質
問

詫
間 　

茂

胃
が
ん
予
防
つ
い
て

黒
川
健
太
郎

大
平　

直
昭

学
校
内
で
の
い
じ
め
対
策
に
つ
い
て

第
三
子
以
降
保
育
料
無
料
化

に
つ
い
て

質
問

質
問

答
弁

答
弁

高
橋　

照
雄

防
災
に
つ
い
て

質
問

大
久
保
隆
敏

投
票
時
間
に
つ
い
て

質
問

答
弁
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９
月
定
例
会
の
主
な
内
容

一
般
質
問

審
議
し
た
議
案
等
と
そ
の
結
果

で
地
元
業
者
へ
の
受
注
機
会
の

影
響
が
懸
念
さ
れ
、
地
域
経
済

と
雇
用
に
も
大
き
な
影
響
が
出

る
。
②
平
成
２３
年
度
の
物
品
購

入
は
消
防
ポ
ン
プ
車
な
ど
３
件

を
県
内
業
者
と
契
約
。
合
併
後

の
公
共
事
業
は
、
斎
場
建
設
と

中
部
中
学
校
建
設
事
業
の
２
件
。

③
本
市
は
第
一
次
産
業
の
農
林

水
産
業
が
基
本
と
位
置
づ
け
て

い
る
。
こ
の
た
め
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
つ

い
て
は
反
対
の
姿
勢
で
こ
れ
か

ら
も
貫
い
て
い
き
た
い
。

　
　
　
子
供
を
安
心
し
て
学
校

に
通
わ
せ
る
こ
と
が
出
来
る
環

境
を
整
備
す
る
た
め
本
市
で
は

日
常
ど
の
よ
う
な
対
策
が
と
ら

れ
て
い
る
か
。
①
保
護
者
へ
の

周
知
は
。
②
い
じ
め
の
兆
候
を

発
見
で
き
る
体
制
は
。
③
被
害

者
の
保
護
、
加
害
者
へ
の
措
置
、

心
の
ケ
ア
、
再
発
防
止
の
措
置

は
。
④
教
職
員
数
の
増
加
や
ス

ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
充
実

は
。

　
　
　
農
業
の
現
状
と
施
策
に

つ
い
て
、
次
の
点
に
つ
い
て
伺

う
。

　
①
農
家
数
や
農
業
従
事
者
数

な
ど
の
現
状
に
つ
い
て
②
農
業

衰
退
の
原
因
や
衰
退
に
よ
っ
て

生
じ
る
問
題
に
つ
い
て
③
国
や

県
の
農
業
者
育
成
や
農
山
村
振

興
の
事
業
に
つ
い
て
④
当
市
の

農
業
支
援
策
に
つ
い
て
⑤
農
業

支
援
策
の
周
知
に
つ
い
て
事
業

の
周
知
と
支
援
策
の
充
実
を
お

願
い
す
る
。

　
　
　
①
農
業
セ
ン
サ
ス
の
県

内
状
況
は
、
平
成
７
年
か
ら
１５

年
間
で
、
農
家
戸
数
７
５
７
戸
、

農
業
従
事
者
数
２
、
９
６
９
人
、

耕
地
面
積
８
５
０
ｈａ
減
少
し
て

い
る
。
②
農
業
者
の
高
齢
化
、

後
継
者
不
足
に
よ
る
耕
作
放
棄

地
の
増
加
、
有
害
鳥
獣
被
害
に

加
え
て
、
Ｆ
Ｔ
Ａ
や
Ｔ
Ｐ
Ｐ
な

ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が
発
生

し
て
食
糧
自
給
の
低
下
が
懸
念

さ
れ
て
い
る
。
③
担
い
手
支
援

事
業
、
新
規
就
農
者
支
援
事
業
、

集
落
営
農
支
援
事
業
、
６
次
産

業
化
支
援
事
業
な
ど
が
あ
る
。

④
利
用
権
設
定
等
促
進
事
業
、

農
地
移
動
適
正
化
斡
旋
事
業
、

農
地
集
積
支
援
事
業
、
生
活
改

善
グ
ル
ー
プ
へ
の
支
援
事
業
な

ど
を
実
施
し
て
い
る
。
⑤
広
報
、

Ｊ
Ａ
、
農
業
委
員
会
な
ど
で
周

知
し
て
い
る
。
今
後
、
Ｈ
Ｐ
な

ど
の
活
用
も
検
討
す
る
と
と
も

に
各
種
事
業
に
つ
い
て
精
査
し

た
い
。　

　
　
８
月
２９
日
に
内
閣
府
が

発
表
し
た
南
海
ト
ラ
フ
地
震
の

被
害
想
定
に
よ
る
と
死
者
は
３２

万
人
を
超
え
、
倒
壊
家
屋
は
２

４
０
万
棟
に
迫
る
と
の
発
表
で

あ
っ
た
。
本
市
の
被
害
想
定
と

対
策
に
つ
い
て
お
伺
い
す
る
。

　
　
　
南
海
ト
ラ
フ
の
巨
大
地

震
モ
デ
ル
検
討
会
が
公
表
し
た

被
害
想
定
で
は
、
最
悪
で
県
内

に
お
け
る
死
者
は
約
３
、
５
０

０
人
と
予
測
さ
れ
て
い
る
。
な

お
、
早
期
避
難
率
が
高
い
場
合

に
は
死
者
は
９０
人
に
減
ず
る
こ

と
が
出
来
る
と
の
予
測
も
出
て

い
る
。
県
内
の
建
物
被
害
は
５

万
５
千
棟
が
全
壊
す
る
と
の
予

測
で
あ
る
。
対
策
に
つ
い
て
は

災
害
対
策
本
部
を
設
置
し
て
、

人
命
救
助
に
重
点
を
置
き
応
急

復
旧
・
復
興
業
務
に
あ
た
る
。

ま
た
、
自
助
や
共
助
が
人
命
を

救
い
、
減
災
に
つ
な
げ
る
た
め

の
大
き
な
力
に
な
る
。
緊
急
地

震
速
報
に
つ
い
て
も
整
備
を
予

定
し
て
い
る
デ
ジ
タ
ル
防
災
無

線
に
よ
っ
て
、
地
震
の
揺
れ
が

生
じ
る
前
に
発
生
を
市
民
に
お

知
ら
せ
す
る
よ
う
に
な
る
。

　
　
　
参
加
の
影
響
を
う
け
る

の
は
市
民
。
市
の
役
割
は
市
民

の
安
心
・
安
全
を
守
る
こ
と
を

ふ
ま
え
、
以
下
伺
う
。

　
①
２１
分
野
の
中
に
「
政
府
調

達
」
が
あ
る
。
市
が
物
品
・
サ

ー
ビ
ス
の
購
入
時
に
外
国
企
業

の
参
入
と
な
っ
た
場
合
の
影
響

は
。
②
物
品
購
入
で
６
３
０
万
、

建
設
事
業
は
６
億
３
千
万
円
以

上
が
対
象
と
予
測
さ
れ
る
。
こ

の
額
を
超
え
る
過
去
の
契
約
件

数
は
。
③
海
外
の
参
入
は
、
発

注
関
係
書
類
で
英
語
表
記
が
求

め
ら
れ
る
な
ど
事
務
量
が
増
え
、

余
分
な
税
金
投
入
に
つ
な
が
る
。

ま
た
、
地
元
企
業
優
先
の
条
件

は
、
海
外
か
ら
の
訴
訟
の
恐
れ

も
あ
る
。
市
と
し
て
も
反
対
の

意
思
表
示
が
必
要
で
は
。

　
　
　
①
政
府
調
達
の
見
直
し

は
、
物
品
購
入
や
、
建
設
部
門

上
げ
、
す
な
わ
ち
現
行
の
午
前

７
時
か
ら
午
後
８
時
を
午
前
７

時
か
ら
午
後
６
時
に
変
更
す
る

こ
と
に
つ
い
て
お
尋
ね
す
る
。

今
日
社
会
は
大
き
く
変
化
し
て

い
る
。
特
に
東
日
本
大
震
災
後

多
く
の
市
民
は
節
約
・
節
電
に

取
り
組
ん
で
い
る
。
平
成
９
年

１２
月
投
票
率
ア
ッ
プ
を
目
指
し

投
票
時
間
が
２
時
間
延
長
さ
れ

現
行
の
午
後
８
時
に
な
っ
た
。

し
か
し
本
市
に
お
い
て
は
成
果

は
出
て
い
な
い
。
２
時
間
繰
り

上
げ
る
こ
と
に
よ
っ
て
１
５
５

万
円
の
経
費
削
減
や
節
電
に
な

る
。
国
・
県
に
よ
る
と
市
の
選

挙
管
理
委
員
会
で
決
め
た
ら
よ

い
。
仮
に
２
時
間
繰
上
げ
を
し

て
も
法
的
に
問
題
な
し
。
よ
っ

て
、
選
挙
は
有
効
と
の
見
解
で

あ
る
。
市
民
の
多
く
が
望
ん
で

い
る
繰
り
上
げ
投
票
を
実
施
す

べ
き
と
思
う
が
。

　
　
　
法
で
定
め
る
開
閉
時
間

の
変
更
に
関
す
る
特
別
な
事
情

に
該
当
さ
れ
な
い
た
め
、
市
全

体
の
投
票
時
間
の
繰
り
上
げ
は

で
き
な
い
。

　
ま
た
、
一
人
で
も
多
く
の
人

に
投
票
し
て
い
た
だ
く
た
め
、

法
に
基
づ
き
選
挙
の
執
行
を
行

う
。

答
弁

答
弁

答
弁

石
山　

秀
和

い
じ
め
問
題
に
つ
い
て

質
問

答
弁

篠
原　

重
寿

Ｔ
Ｐ
Ｐ
と
地
方
自
治
に
つ
い
て

質
問

質
問

安
藤　

忠
明

大
地
震
の
対
応
と
対
策
に
つ
い
て

立
石　

隆
男

質
問

農
業
施
策
に
つ
い
て
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９
月
定
例
会
の
主
な
内
容

一
般
質
問

審
議
し
た
議
案
等
と
そ
の
結
果

議
会
だ
よ
り

　
　
　
①
家
庭
と
の
連
絡
を
密

に
し
、
解
決
に
あ
た
る
。
②
校

長
、
職
員
会
、
生
徒
指
導
会
、

学
年
団
会
な
ど
緊
密
な
情
報
交

換
を
図
り
、
組
織
的
に
取
り
組

ん
で
い
る
。
③
大
事
な
こ
と
は
、

い
じ
め
ら
れ
て
い
る
児
童
・
生

徒
を
徹
底
し
て
守
り
通
す
姿
勢

を
示
す
。
心
の
触
れ
合
い
を
通

し
て
、
養
護
教
員
や
ス
ク
ー
ル

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
と
連
携
し
て
取

り
組
ん
で
い
る
。
④
県
教
委
か

ら
の
派
遣
職
員
は
、
小
中
学
校

で
６
名
、
市
単
独
で
は
、
特
別

支
援
教
育
支
援
員
を
２９
名
配
置

し
、
生
活
指
導
な
ど
に
も
関
わ

っ
て
い
る
。
市
内
全
中
学
校
、

市
内
５
校
の
小
学
校
に
ス
ク
ー

ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
を
定
期
配
置

し
、
他
校
で
も
利
用
可
能
と
し

て
い
る
。

　
　
　
住
環
境
の
整
備
や
地
域

経
済
対
策
な
ど
を
目
的
と
し
た

「
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度
」

は
家
を
増
改
築
、
修
繕
な
ど
の

リ
フ
ォ
ー
ム
を
行
う
と
き
に
、

地
元
業
者
の
各
種
の
リ
フ
ォ
ー

安
藤　

清
高

景
気
・
雇
用
対
策
と
し
て
の

「
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度
」

　
　
　
　
　
　
創
設
に
つ
い
て

質
問

ム
工
事
に
対
し
て
、
一
定
の
条

件
で
自
治
体
か
ら
助
成
金
の
補

助
を
行
う
も
の
で
あ
る
。
市
内

地
元
の
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
関
連

業
者
に
対
し
て
は
仕
事
起
し
に
、

ま
た
、
市
内
地
域
住
民
に
対
し

て
は
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
と

な
る
。
全
国
で
５
３
３
自
治
体

に
広
が
っ
て
い
る
制
度
で
あ
る
。

香
川
県
内
で
も
さ
ぬ
き
市
が
、

耐
震
改
修
と
も
セ
ッ
ト
で
使
え

る
よ
う
に
し
て
実
施
さ
れ
て
い

る
。
地
域
経
済
の
活
性
化
の
た

め
に
も
緊
急
の
景
気
雇
用
対
策

と
し
て
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成

制
度
の
創
設
を
提
案
し
、
お
伺

い
す
る
。

　
　
　
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成

制
度
に
つ
い
て
は
、
地
域
経
済

の
活
性
化
が
図
れ
る
も
の
と
し

て
、
制
度
の
整
備
を
進
め
る
自

治
体
が
増
え
て
い
る
状
況
に
あ

る
こ
と
か
ら
、
香
川
県
、
ま
た

近
隣
市
町
の
取
り
組
み
の
動
向

を
踏
ま
え
な
が
ら
検
討
し
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

　
　
　
市
営
住
宅
の
多
く
が
古

い
建
物
で
、
建
築
基
準
法
に
基

づ
く
耐
震
基
準
が
導
入
さ
れ
た

昭
和
５６
年
５
月
３１
日
以
前
に
建

て
ら
れ
た
住
宅
、
そ
れ
以
降
に

建
て
ら
れ
た
住
宅
は
い
く
つ
あ

る
の
か
。
地
震
や
台
風
な
ど
に

よ
り
市
営
住
宅
が
被
害
を
受
け

入
居
者
が
、
け
が
な
ど
を
し
た

場
合
の
責
任
は
。
市
営
住
宅
の

耐
震
改
修
な
ど
も
含
め
、
今
後

の
市
営
住
宅
の
運
営
管
理
に
つ

い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る

の
か
。　

　
　
昭
和
５６
年
５
月
３１
日
以

前
に
建
設
さ
れ
た
市
営
住
宅
は

１３
団
地
５
２
１
戸
、
そ
れ
以
降

に
建
設
さ
れ
た
住
宅
は
９
団
地

３
１
１
戸
で
あ
る
。
地
震
な
ど

に
よ
り
入
居
者
が
被
災
し
た
場

合
、
建
物
の
管
理
に
お
い
て
瑕

疵
が
あ
っ
た
場
合
に
は
民
法
上
、

建
物
の
所
有
者
が
責
任
を
負
う

こ
と
が
あ
り
、
市
も
責
任
は
免

れ
な
い
場
合
も
あ
る
。
木
造
で

昭
和
５６
年
以
前
の
住
宅
は
、
募

集
停
止
、
入
居
者
に
は
転
居
を

促
し
て
い
る
。
市
営
住
宅
ス
ト

ッ
ク
総
合
活
用
計
画
に
従
い
住

環
境
整
備
を
順
次
進
め
て
、
来

年
度
に
は
長
寿
命
化
計
画
を
策

定
し
、
今
後
１０
年
間
の
市
営
住

宅
需
要
量
の
推
計
、
検
討
を
行

い
良
質
ス
ト
ッ
ク
の
長
寿
命
化

及
び
入
居
者
の
安
全
確
保
に
取

り
組
ん
で
い
く
。

　
　
　
①
社
会
資
本
総
合
整
備

計
画
の
概
要
に
事
前
評
価
・
事

後
評
価
が
あ
る
。
事
前
に
、
目

標
の
妥
当
性
計
画
の
効
果
・
効

率
性
・
計
画
の
実
現
可
能
性
な

ど
の
観
点
か
ら
客
観
的
に
検
討

し
、
こ
れ
を
公
表
と
あ
る
。
事

前
評
価
を
ど
う
考
え
て
い
る
の

か
。
②
計
画
区
域
・
新
市
民
会

館
を
含
む
５３ 

ｈａ
内
の
８
つ
の
事

業
の
総
事
業
費
は
い
く
ら
に
な

る
の
か
。
③
市
民
会
館
建
設
用

地
の
外
周
部
の
計
画
に
つ
い
て

外
堀
を
じ
わ
じ
わ
埋
め
て
い
く

よ
う
な
計
画
で
な
く
、
全
体
計

画
を
協
議
で
き
る
よ
う
な
青
写

真
・
下
絵
を
早
く
出
す
。

　
　
　
①
本
事
業
に
つ
い
て
は
、

事
前
協
議
書
の
提
出
が
必
要
な

く
、
国
土
交
通
省
と
事
前
に
計

画
に
つ
い
て
の
妥
当
性
や
適
格

性
を
詳
細
に
協
議
し
た
後
に
、

計
画
書
を
平
成
２４
年
３
月
８
日

に
提
出
。
新
市
民
会
館
建
設
を

中
心
と
し
た
内
容
で
あ
り
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
に
公
表
。
②
現
在

追
加
事
業
に
つ
き
、
精
査
調
整

中
で
あ
り
発
表
で
き
る
段
階
に

至
っ
て
い
な
い
。
③
基
本
計
画

・
基
本
設
計
を
進
め
る
中
で
、

協
議
を
重
ね
、
外
周
部
の
計
画

を
進
め
る
。

　
　
　
教
育
施
設
を
取
り
巻
く

諸
問
題
に
つ
い
て
お
伺
い
す
る
。

①
第
１
ポ
ン
プ
場
は
旧
市
内
の

雨
水
・
高
潮
な
ど
の
被
害
に
お

け
る
浸
水
を
処
理
す
る
生
命
線

で
あ
る
。
か
な
り
古
い
公
共
施

設
で
あ
る
が
、
耐
震
診
断
は
行

っ
た
の
か
。
②
港
橋
、
極
楽
橋

の
耐
震
は
ど
う
な
の
か
。
③
津

波
が
押
し
寄
せ
て
き
た
と
き
に

一
の
谷
川
水
門
は
閉
じ
る
の
か
、

開
け
る
の
か
。
④
手
動
で
あ
る

河
川
防
潮
壁
・
港
防
潮
壁
の
陸

閘
は
だ
れ
が
閉
め
る
の
か
。

　
　
　
①
耐
震
診
断
は
実
施
し

て
い
ま
せ
ん
が
、
災
害
復
旧
工

事
完
了
後
に
行
い
た
い
。
②
港

橋
は
県
管
理
の
橋
梁
で
、
平
成

２０
年
に
耐
震
対
策
が
完
了
し
て

い
る
。
極
楽
橋
に
つ
い
て
は
、

昭
和
８
年
に
架
け
ら
れ
老
朽
化

が
進
ん
で
お
り
、
自
転
車
・
歩

行
者
専
用
道
路
と
し
て
の
利
用

も
視
野
に
い
れ
た
補
修
を
考
え

た
い
。
③
県
と
協
議
し
て
対
応

し
て
い
く
。
④
海
防
団
と
の
間

に
取
り
決
め
が
あ
る
が
、県
・
市

と
も
に
協
力
し
て
対
応
し
た
い
。

答
弁

答
弁

安
藤　

康
次

統
合
教
育
施
設
に
つ
い
て

質
問

原 　

俊
博

社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金

計
画
書
に
つ
い
て

質
問

答
弁

答
弁

答
弁

友
枝　

俊
陽

市
営
住
宅
の
耐
震
改
修
と
管
理

運
営
に
つ
い
て

質
問
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９
月
定
例
会
の
主
な
内
容

一
般
質
問

審
議
し
た
議
案
等
と
そ
の
結
果

　
　
　
中
央
七
間
橋
線
二
期
工

事
（
青
柳
部
分
）
に
つ
い
て
、

多
く
の
市
民
の
方
に
反
対
だ
と

い
う
意
見
を
い
た
だ
い
て
い
る
。

過
剰
に
反
対
さ
れ
る
方
も
少
な

く
な
い
。
反
対
さ
れ
て
い
る
方

に
納
得
し
て
も
ら
え
る
だ
け
の
、

一
期
工
事
（
柳
町
部
分
）
の
総

括
が
必
要
だ
と
思
う
。
そ
し
て

新
た
な
ビ
ジ
ョ
ン
や
コ
ン
セ
プ

ト
を
作
成
し
、
事
業
を
進
め
て

い
た
だ
き
た
い
と
い
う
、
至
っ

て
普
通
の
質
問
。
市
街
地
に
市

民
会
館
を
移
転
と
い
う
事
例
は
、

全
国
で
も
珍
し
く
、
本
市
独
自

の
コ
ン
セ
プ
ト
で
あ
り
、
し
っ

か
り
と
し
た
ビ
ジ
ョ
ン
を
作
ら

な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
ま
た
、

事
業
の
推
進
に
お
い
て
は
市
民

の
理
解
が
必
要
で
あ
る
。
単
な

る
道
路
拡
幅
で
は
な
く
、
い
ろ

ん
な
思
い
を
含
ん
だ
、
深
い
事

業
だ
と
思
う
の
で
、
一
期
工
事

の
総
括
を
生
か
し
た
二
期
工
事

に
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
う

が
、
当
局
の
姿
勢
を
伺
う
。

　
　
　
批
判
は
あ
る
が
、
一
期

工
事
の
総
括
は
し
な
い
。
総
括

に
つ
い
て
は
整
備
計
画
路
線
の

開
通
後
と
な
る
。

議会の活性化および議員活動に活かすことを目的に、下記の内容で先進地視察を実施しました。

平成２４年７月９日（月）～１１日（水）

●島根県　大田市
①大田ブランド認証制度

　「ブランド産品の市認証制度」を活発に行い、市の
活性化に大きく貢献している。年５品目程度認証商
品が誕生している。

②石見銀山を活用した観光行政
　平成１９年に世界遺産に登録され観光客が増加、あ
らゆる面に積極的に観光行政に取り組んでいる。

●島根県　出雲市
①出雲の真のブランド化事業

　出雲に愛着を覚えるアイデアや産品、サービスを
募集して市民が主役のブランド化推進を行っている。

②新エネルギー推進事業
　風力、バイオマス、太陽光、水素エネルギーの導
入・利用促進や新エネルギーに向けた取り組みを行
っている。

●島根県　雲南市
①軽トラック市出店参加促進による市内商店街活性化事業

　商店街を歩行者天国にし、軽トラックで朝市を開催。今後は、過疎地の「買い物
難民の所にも出向く事業も考えている。

●鳥取県　倉吉市
①街なみ環境事業

　街なみ環境事業による、小京都といわれる雰囲気を持つ、風情ある街なみを視察。
景観保全のための修理・修景などの工事には補助金制度がある。

②トイレからの街づくり
　トイレは現在４２カ所あり倉吉の街なみにそうようなトイレになっている。地域の
方々が清掃してくれ、物産店、商店街の方々が見回りしてくれている。

委員長　安藤清高、副委員長　友枝俊陽
委　員　高橋照雄、西山正勝、黒川健太郎、石山秀和、詫間　茂

日　　時

場所・事項

参  加  者

　
　
　
危
機
管
理
課
制
作
の
『
自

主
防
災
組
織
・
防
災
訓
練
マ
ニ

ュ
ア
ル
』
が
制
作
、
配
布
さ
れ

て
い
る
。
そ
こ
に
は
倒
壊
建
物

か
ら
の
救
出
方
法
が
う
た
わ
れ

て
い
る
が
、
そ
の
道
具
と
し
て

チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
、
ジ
ャ
ッ
キ
ー
、

火
災
時
の
小
型
可
搬
ポ
ン
プ
な

ど
の
使
用
を
促
し
て
い
る
。

　
現
在
の
自
治
会
を
中
心
と
す

る
自
主
防
災
組
織
の
装
備
品
は
、

市
が
支
給
し
た
ヘ
ル
メ
ッ
ト
、

担
架
な
ど
に
と
ど
ま
り
、
マ
ニ

ュ
ア
ル
の
示
し
た
有
事
に
際
し

有
効
な
も
の
は
な
い
。
当
局
は

ど
の
よ
う
に
整
備
し
、
指
導
し

て
い
く
の
か
。
ま
た
、
有
事
の

避
難
方
法
に
つ
い
て
各
自
主
防

災
会
に
対
し
、
避
難
経
路
の
策

定
と
避
難
訓
練
は
ど
の
よ
う
に

さ
れ
る
の
か
。

　
　
　
装
備
に
つ
い
て
は
、
さ

ま
ざ
ま
な
補
助
も
活
用
し
て
、

市
単
独
で
も
今
後
検
討
し
て
い

く
。
防
災
訓
練
、
避
難
路
確
保
に

つ
い
て
も
地
元
の
要
望
を
尊
重

し
、
訓
練
に
つ
い
て
は
三
観
広

域
消
防
に
お
願
い
す
れ
ば
指
導

が
受
け
ら
れ
る
。
避
難
路
整
備

も
現
状
を
確
認
し
た
上
で
、
必
要

に
応
じ
整
備
を
検
討
し
て
い
く
。

答
弁

五
味　

伸
亮

中
央
七
間
橋
線
二
期
工
事
に
つ
い
て

質
問

建設経済委員会の行政視察の報告

伊
丹　

準
二

危
機
管
理
に
つ
い
て

質
問

答
弁

▲街なみ環境事業

▲出雲市役所
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９
月
定
例
会
の
主
な
内
容

一
般
質
問

審
議
し
た
議
案
等
と
そ
の
結
果

議
会
だ
よ
り

審 議 し た 議 案 等 と そ の 結 果

議会からのお知らせ
●次回の定例会は１２月の予定です。本会議はだ

　れでも傍聴できます。

●本会議の録画映像をインターネット配信して

　います。いつでもご覧いただけますので、ご

　利用ください。

　http://www.city.kanonji.kagawa.jp/

　　

広 聴 広 報 委 員 会
皆さんのご意見・ご感想をお聞かせください。

◆委 員 長　篠 原 重 寿 　　　◆副委員長　石 山 秀 和

◆委　　員　西 山 正 勝 　　　◆委　　員　安 藤 清 高

◆　　〃　　　井 上 浩 司 　　　◆　　〃　　　大 平 直 昭

◆　　〃　　　安 藤 康 次 　　　◆　　〃　　　五 味 伸 亮

〒768-8601　観音寺市坂本町一丁目１番 1 号　
　　　　　　☎ 23−3913　FAX23−3914
　　　　　　Ｅメール gikai@city.kanonji.lg.jp

議　　　　　案　　　　　名 審議結果
※市長提出議案
平成２３年度観音寺市一般会計歳入歳出決算認定について 認　定　（反対１人）

平成２３年度観音寺市競輪事業特別会計歳入歳出決算認定について 認　定

平成２３年度観音寺市国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算認定について 〃

平成２３年度観音寺市国民健康保険伊吹診療所特別会計歳入歳出決算認定について 〃

平成２３年度観音寺市後期高齢者医療事業特別会計歳入歳出決算認定について 〃

平成２３年度観音寺市介護保険事業特別会計歳入歳出決算認定について 〃

平成２３年度観音寺市介護予防サービス事業特別会計歳入歳出決算認定について 〃

平成２３年度観音寺市航路事業特別会計歳入歳出決算認定について 〃

平成２３年度観音寺市粟井財産区特別会計歳入歳出決算認定について 〃

平成２３年度観音寺市粟井坂瀬山林特別会計歳入歳出決算認定について 〃

平成２３年度観音寺市公共下水道事業特別会計歳入歳出決算認定について 〃

平成２３年度観音寺市農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算認定について 〃

平成２３年度観音寺市水道事業会計剰余金の処分及び決算認定について 〃

観音寺市豊浜福祉会館条例の制定について 原案可決

観音寺市老人福祉センター条例の一部改正について 〃

人権擁護委員の候補者の推薦について 同　　意

町の区域及び名称の変更について 原案可決

観音寺市公共下水道根幹的施設の建設工事委託に関する協定の一部を変更する協定の締結について 同　　意

観音寺市土地開発公社定款の一部変更について 原案可決

香川県市町総合事務組合を組織する地方公共団体の数の増加及び香川県市町総合事務組合規約の一部
変更について

〃

香川県後期高齢者医療広域連合規約の一部変更について 〃

平成２４年度観音寺市一般会計補正予算（第２号） 　　〃　 （反対４人）

平成２４年度観音寺市競輪事業特別会計補正予算（第１号） 原案可決

平成２４年度観音寺市国民健康保険事業特別会計補正予算（第２号） 〃

平成２４年度観音寺市介護保険事業特別会計補正予算（第１号） 〃

平成２４年度観音寺市航路事業特別会計補正予算（第１号） 〃

平成２４年度観音寺市水道事業会計補正予算（第１号） 〃

工事請負契約の締結について（観音寺小学校建設事業　校舎棟　建築主体工事） 同　意　 （反対２人）

工事請負契約の締結について（観音寺小学校建設事業　校舎棟　電気設備工事） 　　〃　 （反対２人）

工事請負契約の締結について（観音寺小学校建設事業　校舎棟　機械設備工事） 　　〃　 （反対２人）

観音寺市長及び副市長の給料の特例に関する条例の一部改正について 原案可決（反対２人）

※陳情
消費税によらない最低保障年金制度の創設にかかる意見書採択を求める陳情 不採択　 （賛成２人）

住宅リフォーム助成制度創設を求める陳情書 継続審査

※議提議案　

特別委員会の設置について 原案可決

※意見書案　

自治体における防災・減災のための事業に対する国の財政支援を求める意見書 原案可決

●第３回（９月）定例会


